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1 は じ め に
 日本書紀の後を承けたわが国2番 口の正史である続







政治的意図か ら故意に削除 された記述もい くらかあっ
た とは推察 されているが,そ の編集方針 と記載事項 の
選択にはかな りの一貫性が見られる。さらに,数 種の




物を遺し,ミ 咲 く花のにお うがごと くモ(万 葉集巻三,
328)と 讃 えられた 奈良時代は,唐 制を規範にして整
備 された律令を基礎 とする強力な中央集権下 に,東 西
世界の精粋を集めた高度の文明を築 き上げ,こ れに彩
られた豊かで華やかな時代であったとの印象 を一般に
与えてい る。事実,体 制の頂点に立つ一握 りの貴族を
はじめ,そ の庇護下にあった官寺の高僧や隠然たる財
・権力を擁していた地方豪族たちは,物 心 ともに充実
*衛 生学研究室(Laboratory of Hygiene)
した高水準の生活を享受で きたか もしれないが,律 令
国家の底辺をなす下級官吏 や一般庶民の生活ぶ りは,
かの こ貧窮問答歌ミ (万葉i集巻五,892-3)を 侯つ ま
で もな く,悲 惨をきわめた ものであったのは想像に難
くない。続紀を通覧してもx庶 民の暮しに大きな打撃
や圧迫を与えたと思われ る各種 の災害や諒求に関す る
記述が,数 多 く目につ く。
 筆者は もとより史学を専攻す る者ではないが,生 活
衛生学的な観点より,こ の時代に生 きた庶民がどの よ
うな生活環境に置かれ,ど のような生活状態にあった
かを,続 紀を通 じてその一端な りともうかが うことが
できない ものかと考え,敢 えて標題のよ うな検討を試
みた次第である。
 根拠としたのは=新 訂増補国史大系ミに収められた
続紀本3)で,必 要に応 じ同大系中の類聚国史4)な らび
に類聚三代格5)の 記事 も参照,補 訂した。
五 続紀に記載された飢と疫と災
 続紀全篇を通 じ,こ れに記載 された*2と 飢謹または
凶作.,ミ 疫病.な らびに ミ各種災害ミ(以 下 これ らを
単に ミ飢ミ,ミ 疫ミお よび こ災。と,そ れぞれ呼ぶこ
ととする)の 発生した記録をもれな く拾い上げ,地 方
(道 ・国)別 に集計 したのが表1で ある*3。 ただし災に
ついては,飢 または疫に直接関連を もった と推察され
るものだけに限定した*4。
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国名注・ 1: (大倭，大養徳)， 2 : 710"-'784， 3: (山代，山背)， 4: 784"-'[7941， 5:河内より分立
(監・ 716"-'740，国・ 749)，6 : (歌斐)， 7:東山道より転属 (771)，8:諏方国を分離 (721)，併合
(731)， 9:越後より分立(712)，10:越前より分立(718)，越中に併合(741)，再分立(757)，11:後
の加賀国 [824分立〕を含む， 12:丹波より分立(713)，13:備前より分立(713)，14 : (周芳)， 15 : (伊
与)， 16: (土左)， 17:対馬，i@!岐，多機(種子島〉は“I~鳥"として国に準ずる扱いがなされていた，




















































































































































持一平卜二l-~延暦九l 言十 ω l発生係数(B)
691~740 741"'790 
75.56 124.44 200.00 3.000 
78.65 67.41 146.06 2.191 
65.86 65.86 131. 72 1.976 
29.11 35.96 65.07 0.976 
36. 76 58.83 95.59 1.434 
2.39 22. 78 25.17 0.376 
10.23 49.71 59.94 0.899 












火災 2.02 4.71 6.73 I 0.101 
l海繭 17.86 I 17.86 35.72 0.536 
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1) 坂本太郎:三六国史~ (古川弘文館・ 1970)。








史索引・ 2J (吉川弘文館・ 1967)。
7) 小鹿島果:::日本災異志~ (1894 (復刻版，思
文閤・ 1973J)。
8) 中島陽三郎飢笹日本史::(雄山閣， 1976)0 




11) 中川収:ミ奈良朝政争史~ (教育社・ 1979)。

























































































































米収量/人・年(R)=1.06x 106/6 x 106=0.177t 
仮に人口を700万としても
l{= 1.06 x 106/7 x 106=0.151 t.
であるのに対し，現在の米収量を1250万 tとすれば，
R= 1.25 X 107/1.1 X 108=0.114tの値を得る。(もっと
も，現在の水田面積は300万ha程度なので，単位IHi担
当りの米収量は当時の約4倍となっている。)
*26 類豪国史4)巻百四十七に，延腎十三年(794)藤原継結
らが続日本紀を撰上奉関した際の拝表が掲載されてL、
る。 その中に最初存在した文武元年~天平宝字元年
(697の 757)分の国史草案30巻を改削して新たに20岳
に編集し直した理由として， 草案が「語多二米塩。事
亦疎漏……」で、あったと記している。このい米塩"が
どのような内容であったか，今日では知る由もない
が，庶民生活をうかがう目的には，或いは有益であっ
たかもしれないと考えられ，草案の今に伝わらないの
が惜しまれる。
